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第 ８ 回

熊本県議会 新幹線及び高速交通対策特別委員会会議記録

平成20年9月24日（水曜日）

午前10時５分開議

午前10時54分休憩

午前11時２分再開

午後零時16分閉会

本日の会議に付した事件

(1) 九州新幹線鹿児島ルートに関する件

(2) 高速交通体系に関する件

(3) 付託調査事件の閉会中の継続審査につ

いて

(4) その他

出席委員（16人）

委 員 長 早 川 英 明

副委員長 中 村 博 生

委 員 山 本 秀 久

委 員 倉 重 剛

委 員 竹 口 博 己

委 員 渡 辺 利 男

委 員 小 杉 直

委 員 大 西 一 史

委 員 鎌 田 聡

委 員 九 谷 弘 一

委 員 守 田 憲 史

委 員 小早川 宗 弘

委 員 田 代 国 広

委 員 西 聖 一

委 員 早 田 順 一

委 員 上 田 泰 弘

欠席委員 （なし）

委員外議員 （なし）

説明のため出席した者

地域振興部

部 長 小 宮 義 之

次 長 松 見 辰 彦

政策調整審議員兼

地域政策課課長補佐 坂 本 孝 広

政策審議員兼

熊本都市圏振興室長 内 田 一 成

交通対策総室長 小 林 豊

交通対策総室副総室長 古 森 誠 也

商工観光労働部

観光物産総室長 梅 本 茂

土木部

部 長 松 永 卓

首席土木審議員兼

道路整備課長 戸 塚 誠 司

都市計画課長 船 原 幸 信

新幹線都市整備課長 佐 藤 國 一

警察本部

交通部長 北 里 幸 則

交通規制課長 田 上 隆 章

事務局職員出席者

政務調査課課長補佐 後 藤 勝 雄

議事課課長補佐 徳 永 和 彦

午前10時05分開議

○早川英明委員長 ただいまから第８回新幹

線及び高速交通対策特別委員会を開催いたし

ます。

本日の委員会に６名の傍聴の申し込みがあ

りましたので、これを許可したいというふう

に思います。

それでは、審議に入ります。

まず、執行部を代表して、小宮地域振興部

長からあいさつ並びに概要説明をお願いしま

す。

皆さん方、説明は着座のままで結構でござ
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います。

○小宮地域振興部長 地域振興部長の小宮で

ございます。

それでは、第８回新幹線及び高速交通対策

特別委員会の議事の概要等を申し上げたいと

思いますが、恐縮ながら着座して説明させて

いただきます。

まず、早川委員長、中村副委員長を初め委

員の皆様方には、付託案件に関しまして熱心

に御審議をいただいておりまして、この場を

かりて改めて厚く御礼申し上げます。

付託案件の概要について御説明申し上げま

す。

初めに、平成20年度の九州新幹線鹿児島ル

ートの事業費につきましては1,270億円が確

保され、そのうち本県へは545億円が配分さ

れております。また、先月明らかになりまし

た国土交通省の平成21年度概算要求によりま

すと、九州新幹線鹿児島ルートを含む整備新

幹線整備事業費全体は、対前年比15％増の3,

530億円が盛り込まれております。

今後は、平成22年度末の鹿児島ルート全線

完成に向け、関係機関と連携し、県議会の御

支援をいただきながら、必要な事業費の確保

に向けて要望活動等を実施してまいりたいと

考えております。

次に、九州新幹線を活用した熊本づくりに

つきましては、平成23年春の全線開業まで３

年を切ったことから、これまでの新幹線くま

もと創りの取り組みの成果を踏まえ、全線開

業に焦点を絞り、その取り組みを加速させて

いく必要がございます。

このため今までの戦略を再編し、平成23年

を新幹線元年と位置づけまして、全線開業に

向けた県内の盛り上げを図り、県外の方々に

「くまもとを知ってもらい 、また「来て、」

楽しんでもらい 、そして「また来てもらえ」

る」ような取り組みを推進するため、新たに

新幹線元年戦略を策定いたしました。

そして、この新幹線元年戦略を効果的に進

めるため、民間の方々を中心に開業記念イベ

ント等を企画・実施する新幹線元年委員会

と、ＫＡＮＳＡＩ戦略を推進するためのくま

もと認知度向上委員会を設置し、民間の知恵

と力を結集しながら取り組んでまいります。

特に、ＫＡＮＳＡＩ戦略につきましては、

さきに第１回くまもと認知度向上委員会でロ

ゴ・キャッチフレーズについて最優秀賞を決

定したところでございまして、その取り組み

に弾みをつけてまいりたいと考えておりま

す。

次に、新幹線熊本駅から阿蘇くまもと空港

に至る高速交通拠点間のアクセスの改善につ

いてでございます。

リムジンバスの改善策といたしましては、

来る10月21日から11月17日の期間、優先信号

機器を車両搭載した場合の定時性、速達性の

向上に係る効果測定を行うとともに、肥後大

津駅から阿蘇くまもと空港へのシャトルバス

についても、利用者ニーズの調査と試験運行

を行います。新幹線開業を見据え、今後可能

なものから実現を図っていくこととしており

ます。

なお、前回の委員会でも御報告をいたしま

したが、豊肥本線を活用したアクセス検討の

うち、鉄道を空港ターミナルまで延伸する方

策につきましては、事業費用や採算性の観点

から検討を凍結することといたしました。本

日調査結果を説明いたしますとともに、今後

は公共交通に関する国の支援枠組みを活用し

ながら、実現が可能なアクセス方策について

ＪＲ等関係機関と協議を行ってまいります。

新幹線を活用した観光振興につきまして

は ６月議会において蒲島知事が表明した 歴、 「

史回廊くまもと 観光立県宣言」を具現化す

るため、現在、観光立県推進条例の制定、新

くまもと観光アクションプランの策定に向け

た取り組みを行っており、先般「 ようこそ“

”くまもと観光立県県民会議」を立ち上げた
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ところでございます。民間・地元主導のこの

会議をベースに、各地の観光素材の集客力ア

ップに向けた取り組み、県民総参加のおもて

なし運動の輪を県内各地に広げてまいりま

す。

あわせて、現在展開しております観光キャ

ンペーン「ゆったり“くまもと”体験紀行」

等により、本県が誇る歴史遺産や食、自然な

ど、熊本の魅力を関西や全国に向け広く発信

してまいります。

次に、県都の陸の玄関口となる熊本駅周辺

の整備につきましては、現在、整備基本計画

に位置づけられた街路事業等の基盤整備を着

実に進めているところでございます。特に、

熊本の顔となる在来線熊本駅舎は、在来線の

高架化にあわせ平成28年度ごろに改築される

予定です。駅舎は一度つくると50年、100年

残りますため、県民の皆様が誇りを持てるよ

うな、後世に残る品格ある駅舎としていくこ

とが重要であると考えております。

そのデザインにつきましては、平成20年８

月に、建設費を20億円程度とし、世界的な建

築家である安藤忠雄氏に設計をお願いするこ

とで、熊本市やＪＲ九州の基本的な了解を得

たところでございます。今後とも熊本市やＪ

Ｒ九州とよく連携して、品格ある熊本駅を実

現してまいりたいと考えております。

続きまして、高速交通体系に関する件でご

ざいます。

九州の縦軸や横軸を形成する高規格幹線道

路と地域高規格道路でございますが、国の事

業であります九州横断自動車道延岡線や南九

州西回り自動車道等の整備につきましては、

早期完成を目指し要望活動等を積極的に展開

しております。また、県の事業であります熊

本西環状道路や熊本天草幹線道路の整備につ

きましては、重点的に取り組んでおります。

今後とも高速交通体系を担う道路ネットワー

クの早期完成が図れるよう取り組んでまいり

ます。

最後に、航空路線の利用促進でございます

が、燃油価格高騰を背景とした航空会社の収

益悪化に伴い、路線の休廃止が進むという大

変厳しい状況の中、来年７月からは新たに熊

本－静岡線が開設予定となるとともに、ソウ

ル線の増便についても、アシアナ航空から前

向きに検討していただくなどの動きが見えて

いるところでございます。今後とも引き続き

国内・国際線の拡充や、空港の利便性及び機

能性の強化に努めてまいりたいと考えており

ます。

、 、以上 概要について御説明いたしましたが

詳しくは総室長及び各課長から御説明申し上

げますので、御審議のほどをよろしくお願い

申し上げます。

○早川英明委員長 それでは、議題（１）に

ついて執行部から事業概要の説明を受け、そ

の後質疑を受けたいというふうに思います。

説明に当たりましては、可能な限り簡潔に

お願いをいたします。

それでは、交通対策総室長から順次説明を

お願いします。

なお、髙田交通対策総室長は、着任後初め

ての委員会出席でありますので、あいさつの

上、その後説明をお願いします。

○髙田交通対策総室長 交通対策総室長の髙

田でございます。

７月１日付で小林前室長の後を受けて着任

いたしました。新幹線、阿蘇くまもと空港の

利活用の促進など、熊本県内で抱える交通問

題の課題が多いというふうに認識しておりま

す。一生懸命取り組み、交通機関の利便性の

向上を目指して頑張りたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

では、着座して説明させていただきます。

お手元の新幹線及び高速交通対策特別委員

会資料に基づいて説明を申し上げます。

まず、九州新幹線鹿児島ルートに関する件
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についてでございます。

１ページ目 （１）の計画概要、それから、

２ページ、３ページにつきましては、前回の

６月のときの状況と大幅な変更はございませ

んので、省略させていただきます。

４ページをごらんいただきたく存じます。

下のマルでございます平成20年度の整備新

幹線の建設予定、それから実績についてでご

ざいます。

平成22年度末の全線完成に向けて、平成21

年度、22年度の九州新幹線鹿児島ルートの必

要事業費は1,716億円、熊本県分につきまし

て877億円となっております。

平成21年度の国土交通省の概算要求につき

ましては、九州新幹線鹿児島ルートを含む整

備新幹線事業費（全体）といたしまして、対

前年比で15％増の3,530億円が盛り込まれて

おります。必要額が確保されるよう関係機関

と連携して、引き続き積極的に国などに対し

て要望を行ってまいりたいと考えておりま

す。

５ページ目についてでございます。

今後の要望内容というところでございます

けれども、九州新幹線建設促進期成会などに

おける要望といたしまして、６月以降、７月

25日それから８月５日に要望活動を行ってま

いりました。今後10月から11月にかけて、Ｊ

Ｒ九州などに対する利便性の高い運行形態実

現に向けた要望活動、さらには11月に、整備

新幹線関係の18都道府県の期成同盟会要望会

及び要望活動を行ってまいりたいと考えてお

ります。

６ページをごらんになっていただきたく存

じます。

本県の財政負担についてというところでご

ざいますけれども、下の参考のところの２つ

目の黒マルでございます。整備新幹線の建設

費に充当した地方債の元利償還金に係る交付

税措置についてでございます。従来は元利償

還金の50％が地方交付税措置ということでな

されておりましたけれども、平成20年度から

元利償還金の標準財政規模に占める割合を年

度ごとに算定いたしまして、その割合に応じ

て50％から最大70％まで交付税措置されるこ

ととなりました。

平成20年度の熊本県におきます算入率は54

％となり、これまでの50％のときと比べまし

て約２億4,000万円の増の効果が見込まれま

す。平成19年度の標準財政規模で試算をしま

すと、元利償還額がピークになる平成26年度

で約11億円の増、総額で約139億円の増の効

果となる見込みでございます。

○坂本政策調整審議員兼地域政策課課長補佐

地域政策課でございます。

九州新幹線を活用した熊本づくりについて

御説明をさせていただきます。

委員会資料10ページをお開きをいただきた

いと思います。

資料10ページから12ページにつきまして

は、これまでの取り組みを取りまとめたもの

でございますので、説明は省略をさせていた

だきます。

13ページをお開きをいただきたいと思いま

す。

平成20年度の取り組みをまとめております

が、本年の取り組みでございます。去る８月

12日に、関係機関の代表者で構成されます新

幹線くまもと創りプロジェクト推進本部会議

を開催いたしまして、これまでの新幹線くま

もと創り戦略を見直し再構成し、新たに新幹

線元年戦略を策定したところでございます。

新幹線元年戦略の概要につきましては、も

う一つお手元のところに資料をお配りをさせ

ていただいているかと思いますが、第８回新

幹線及び高速交通対策特別委員会（別添）資

料というものの、資料１についてで御説明を

させていただきたいと思いますので、よろし

くお願いをいたします。

新幹線くまもと創りの今後の展開として、
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新幹線元年戦略についてということで

コピーでお示しをしておりますが、その裏面

をお願いをいたします。

九州新幹線の全線開業まで３年を切ったこ

、 、とから これまでの取り組みの成果を踏まえ

新幹線の全線開業をいたします平成23年を新

幹線元年として位置づけ、全線開業に焦点を

絞り、取り組みを加速化することといたして

おります。

新幹線元年戦略につきましては、お手元資

料のとおり、３つの柱から構成をされており

ます。

まず 「新幹線元年を発射台に県民総参加、

で地域をつくる」ということでございます。

民間の知恵を結集して、一過性のものとなら

ないような開業記念イベント等をつくり込

み、実施することといたしております。

次に 「くまもとを知ってもらう」という、

、 、ことで 日帰り圏となります関西・中国地域

いわゆるローマ字でいうＫＡＮＳＡＩ地域に

おきますくまもとの認知度向上、交流拡大を

図るため、ＫＡＮＳＡＩ戦略を推進してまい

ります。

さらに 「くまもとに来て、楽しんで、ま、

た来てもらう」ということでございますが、

新幹線各駅からスムーズに移動できるよう、

阿蘇・天草等への横軸アクセスの改善・強化

を図るとともに、地域の魅力や感動を体感で

きるツーリズムを推進してまいります。

また、観光物産総室と連携しながら、誘客

のための観光イベントや県民総参加のおもて

なしの展開を図ることといたしております。

さらに、福岡都市圏等を見据えて、ふるさ

と回帰フェア等を活用して、定住・移住を促

進することとしております。

次のページでございますが、新幹線元年戦

略を推進するための組織を再構築いたしてお

ります。

新幹線くまもと創りプロジェクト推進本部

のもとに、新幹線元年委員会とくまもと認知

度向上委員会を設置をいたしております。

新幹線元年委員会は、観光立県宣言を具現

化するために設置されました“ようこそ”く

まもと観光立県県民会議とも十分に連携しな

がら、開業記念イベント等の企画実施を行っ

てまいることとしております。

くまもと認知度向上委員会では、ＫＡＮＳ

ＡＩ地域への認知度向上等とともに、県内戦

略の県内浸透のための取り組みを実施するた

めの実施戦略を構築する場として位置づけさ

せていただいております。

次のページでございますが、新幹線開業に

向けまして大まかなロードマップを示してお

、 、りますが 今後それぞれの内容につきまして

先ほど申しました各委員会で十分な検討を行

っていただくことといたしております。

次に、ＫＡＮＳＡＩ戦略についてでござい

ます お手元の資料１の次にまた資料２で Ｋ。 「

ＡＮＳＡＩ戦略」の推進、ロゴ・キャッチフ

レーズについてという資料２がございます

が、それについて御説明をさせていただきま

す。

熊本のイメージを県外に効果的にアピール

するためのロゴとキャッチフレーズを決定し

たところでございます。決定したロゴマーク

や決定までの経緯については、資料２のほう

で御説明をさせていただきます。

お手元を開いていただきますと、ロゴ・キ

ャッチフレーズについては全国公募を行いま

して、ロゴの応募数が166点、キャッチフレ

ーズが671点にものぼる応募があっておりま

す。今回のターゲットエリアでありますＫＡ

ＮＳＡＩ地域での街頭調査や意見交換会等を

行うとともに、県内におきましてもホームペ

ージや街頭調査を実施いたしまして、９月３

日にくまもと認知度向上委員会で最終作品を

決定したところでございます。

最終決定作品についてはロゴが、そこに書

いてございますように佐賀県の重松さんの作

品、キャッチフレーズが熊本県、本県の野尻
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さんの「どこさ ひごさ くまもとさ」とい

う形で決定いたしております。

お手元、ちょうど中央にありますデザイン

でございますが、ロゴマークとキャッチフレ

ーズをミックスした上で、最優秀作品を専門

家の手で補作し作成したものでございます。

お手元の赤のところが少し薄くなっており

ますが、今こちらのほうにお示ししておりま

すように、若干濃い目の色にしております。

火と明かりをイメージしておりますので若干

濃い目で、コピーの関係で少し薄くなってお

りますので大変恐縮でございますが、今して

おりますのがきちんと色合いを出したもので

ございますので、御承知置きをいただきたい

というふうに思います。

今後、このロゴマークについて県内の浸透

を図ることと、行政ばかりでなく、民間団体

等でも積極的に活用していただくよう、働き

かけてまいることといたしております。

、 、さらに まことに申しわけございませんが

委員会資料の14ページをお開きをいただきた

いと思いますけれども、14ページの下段から

15ページに書き込まさせていただいていると

ころでございますが、ブランド戦略の必要性

や活用・使用等について関係者の理解を深め

、 、るために 熊本県立大学と連携いたしまして

くまもとブランド塾等を開催いたしまして、

商品や地域資源の磨き上げに意欲を持つ方々

の支援を実施してまいりたいと考えておりま

す。

また、ＫＡＮＳＡＩ地域へのより一層の浸

透と認知度を向上させるため、来年３月を目

途に庁内関係団体とも連携しながら、くまも

とブランド展を岡山で開催することを予定い

たしております。

以上でございます。

○髙田交通対策総室長 委員会資料16ページ

をごらんください。阿蘇くまもと空港へのア

クセス改善について説明申し上げます。

阿蘇くまもと空港の需要圏の拡大などのた

めにも空港のアクセス改善が重要であり、こ

れまで定時性と時間短縮を図るために検討を

積み重ねてまいりました。

まず、現在の熊本駅と阿蘇くまもと空港を

結ぶリムジンバスにつきまして、現在は55分

から長くて１時間10分を要し、定時性がなか

なか確保されないところでございますが、高

速度化の第一歩といたしまして、昨年10月に

は新たに３つのルートの試験運行を行うとと

もに、豊肥本線光の森駅及び肥後大津駅と阿

蘇くまもと空港を結ぶシャトルバスの走行試

験を行いました。

平成20年度はさらに踏み込みまして、10月

21日から11月17日までの28日間、現在のリム

ジンバスに優先信号機器を搭載し、定時性、

速達性の向上効果について試験運行をすると

ともに、同じ期間で、ＪＲ肥後大津駅と阿蘇

くまもと空港を結ぶシャトルバスにつきまし

て、東京便にあわせた時間帯に１日５往復試

験運行をすることとしております。

お手元に別添資料３といたしまして 「阿、

蘇くまもと空港」へのリムジンバス・シャト

ルバスの試験運行の実施についてという資料

と、１枚おめくりいただきまして、そのシャ

トルバスの運行にかかるチラシを用意させて

いただいております。試験実施までの間に十

分広報を行い、多くの方々に利用していただ

きたいと考えておるところでございます。

次に、豊肥本線を活用した施策についてで

あります。豊肥本線の空港ターミナル延伸に

つきましては、多額の事業費の確保及び阿蘇

くまもと空港の利用者増のみならず、空港周

辺の開発や県内の公共交通機関利用率の向上

などによる需要の確保が重要な課題となるこ

とから、当面は今後の情勢の変化を注視する

こととし、一旦検討を凍結することを、６月

のさきの議会の場で報告させていただきまし

た。

凍結に至りました理由につきまして、お手
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元の資料４を用いてその詳細を説明させてい

ただきます。

資料４といたしまして、豊肥本線の空港延

伸に関する調査結果概要ということでござい

ます。

１ページをごらんになっていただきたく思

います。

豊肥本線の延伸の検討に当たっては、熊本

駅と阿蘇くまもと空港の間を、鉄道で30分台

で連絡することを念頭に、光の森駅からの分

岐案と三里木駅からの分岐案の２案に絞り込

み、概算整備費を比較し望ましい路線計画を

検討いたしました。その結果、光の森駅案だ

と全体で310億円要するのに対し、三里木駅

案だと286億円となり、三里木駅分岐案を最

適案と考えました。

２ページ目をごらんになっていただきたく

思います。

三里木駅の分岐案に対する収支のシフト、

自治体におきます初期投資の負担につきまし

て検討を行いました。

まず、収支予測に関し、検討に当たっては

人件費などが安価な第三セクター鉄道会社の

運行によることとし、また平成19年３月に開

業いたしました仙台空港アクセス鉄道の整備

計画を参考として、１日当たり5,000人の利

用を仮定しました。

この予測にあわせて初期投資負担のあり方

を整理し、上下一体方式と施設の整備・保有

のみを自治体が関与する上下分離方式に分

け、将来的に鉄道運行会社が安定して経営を

行えるための自治体負担額を試算いたしまし

た。

この結果、上下一体方式では鉄道事業者の

経営が厳しく、行政による多額の損失補償が

必要となり、自治体の負担額が大きくなって

しまいます。一方、上下分離方式では、下の

インフラ部分を自治体が整備・保有するた

、 、め 上の運行部分では負担が軽くなりますが

運行会社の将来的な黒字転換を確保するため

には、自治体側の初期投資負担額が少なくと

も224億円以上確保する必要があるとの結論

を得ました。

３ページをごらんになっていただきたく思

います。

先ほど１日当たり5,000人の利用を仮定い

たしましたが、空港アクセス鉄道の利用者数

は、事業化の判断で重要なポイントであり、

かつ参考といたしました仙台空港アクセス鉄

道の利用実績が計画上の数値を下回ったとい

うことを踏まえ、確実に需要が見込める需要

の精査を改めて行いました。

精査に当たりましては、阿蘇くまもと空港

を鉄道により利用する見込み者数、及び新た

に沿線となるテクノリサーチパークや総合運

動公園などの既存の施設の利用見込み者数を

想定し、鉄道が開通することによって発生す

る周辺の開発による新たな需要損失分につい

ては対象外といたしました。

その結果、新たに延伸する部分における鉄

、道利用者は１日当たり約2,500人程度となり

２ページで説明申し上げました初期投資負担

額224億円にとどめるためには、さらに１日

当たり2,500人程度の需要量を沿線開発でも

って創出する必要があるという結論に至りま

した。

以上申し上げたことにつきまして、４ペー

ジ目でまとめといたしまして記載しておりま

す。空港アクセス鉄道の整備には多額の費用

が必要となる一方で、現時点での需要量は採

算性の確保に十分なものとは言えないという

ことから、豊肥本線の分岐延伸による空港ア

クセス整備につきましては、当面具体的に事

業を推進していくことは困難と判断いたしま

した次第でございます。

今後につきましては、申しわけございませ

んが、委員会資料の16ページに戻っていただ

きたく思うのですけれども……。

鉄道の延伸につきましては、その事業化に

つきまして現時点では困難であるものの、空
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港利用者に定時性、速達性に優れたアクセス

交通を提供する必要性は高いと認識しており

ます。豊肥本線を活用した空港アクセス、シ

ャトルバスの高度化につきまして、国土交通

省の公共交通活性化総合プログラムという予

算を活用して、具体的な施策の方向性につい

て協議してまいりたいと考えているところで

ございます。

以上でございます。

○梅本観光物産総室長 観光物産総室長でご

ざいます。

資料は、17ページ以降でございます。

17ページの四角の中に 「歴史回廊くまも、

と 観光立県宣言」を踏まえました３つの取

り組みについて書いております。１つが条例

の制定でございます。もう一つが、新しい観

光アクションプランの策定でございます。こ

れらの準備を今鋭意作業中でございまして、

年内を目途に条例制定、アクションプランの

策定にこぎつけたいと考えております。

また、さらに３点目として、県民全体で観

光を進めるための「 ようこそ”くまもと観“

光立県県民会議」につきましては、先ほど説

明がありましたように９月に立ち上げまし

て、地域振興部と一緒になって、おもてなし

運動等に取り組む体制を整えつつあります。

具体的な取り組みにつきましては、21ペー

ジをお開きいただきたいと思います。

平成20年度の取り組みとして、その半年間

の取り組み状況について報告させていただき

ます。

下のほうになりますけれども、現在「ゆっ

たり“くまもと”体験紀行」という観光キャ

ンペーンを行っております。これは２年半後

に迫りました九州新幹線の全線開業を視野に

入れまして、ＫＡＮＳＡＩ地域を特にターゲ

ットとするキャンペーンでございまして、広

島、岡山、大阪などとあわせまして、福岡を

ターゲットとした宣伝活動を行っておりま

す。ちょうど現在夏・秋のキャンペーンを、

７月15日から10月31日までの期間ということ

でやっておりまして、その後、冬・春のキャ

ンペーンとしまして、12月から３月にかけて

行いたいと思っております。

体験メニュー、それから地産地消グルメ等

について売り出しておりまして、現在のとこ

ろ大変好評の中で推移をしております。

一番下にあります福岡県内のバス2,400台

や、あるいは西鉄の電車などにキャンペーン

ポスターの掲示を行っております。

22ページをお願いをいたします。

このキャンペーンの中での取り組みでござ

いますけれども、先ほどの西鉄の電車の車内

広告などとあわせまして、日本テレビ系の全

九州ネットの番組内において、天草の夏のレ

ジャーを発信したり、あるいは福岡のテレビ

局との連携事業で、阿蘇の夏のレジャーを取

り上げてもらったりするようなことを行って

おります。

なお、現在、天神のバスセンターの電照掲

示板にキャンペーンの情報を掲出しておりま

すし、またソラリアビジョンの中で本県観光

のＣＭを放送中でございます。

23ページをお願いいたします。

歴史回廊くまもとについてでございますけ

れども、23ページのちょうど中ほどに２行つ

け加えております。歴史回廊くまもと魅力発

見の旅というのが、民間の文化団体でありま

す熊本城400年と熊本ルネッサンス県民運動

本部が行っておりまして、県内17コースで県

民向けの歴史再発見の旅を実施中でございま

して、これについて支援を行っております。

さらに、その下のほうに、温泉・食をテー

マとした観光宣伝活動の実施と書いておりま

すが、百貨店の地下食品売り場で観光物産フ

ェアを行っております。そごう広島につきま

しては７月の末に終了いたしまして、ちょう

どジェイアール京都の百貨店・伊勢丹で、あ

すからデパート地下を使いました観光物産展
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を行う予定でございます。それから、10月に

は兵庫県の川西の阪急で同じように行う予定

でございます。

このようにして、物産振興と観光を連携し

た取り組みを行ってまいります。

24ページでございます。

一番上に、サッカーチームのロアッソ熊本

を活用した鹿児島に向けた観光宣伝活動とい

うことで、ロアッソ熊本と連携し肥薩おれん

じ鉄道の１車両をラッピングいたしました。

また、長崎、大分と連携して、羽田空港に

おいて先般宣伝活動を行ったところでありま

す。

県内向けの観光資源のグレードアップにつ

きましては、24ページの（２）でございます

けれども、ちょうど今、くまもと旅行商品開

発塾というものを初めて開催をしておりま

す。関西以西からいかにして観光客を誘客す

るか、これまで豊富だといわれてきた観光素

材を旅行商品まで高めるために何が必要かと

いうことを、市町村や観光協会などと一緒に

考え、そして商品化を行い、発信する取り組

みでございます。

25ページでございます。

25ページの上のほうに２行つけ加えており

ますけれども、九州各県と連携した観光客誘

致でございますけれども、大分県と連携いた

しまして、阿蘇くじゅう広域観光圏、これは

新しい広域観光圏整備法に基づいて第１次指

定を目指す取り組みでございますけれども、

現在計画をつくりまして申請中でございま

す。

25ページの（５）以下に、東アジア、東南

アジアを中心とした海外向けの外国人旅行客

誘致活動を書いております。

、 、この半年間に 例えばタイにつきましては

招致をいたしまして商談会を７月に行ってお

ります。

シンガポールは、旅行博がございましたの

で、熊本として出展をいたしまして、教育旅

行などの宣伝をしております。

台湾は、現地セールスに職員を派遣をいた

しました。

中国やその他の国につきましては、マスコ

ミ関係や教育関係、旅行代理店などを招致す

るＰＲ活動を行っております。

なお、韓国につきましては、この秋、11月

にも韓国のソウルにおきまして観光フェアを

行いたく思っておりまして、現在準備中でご

ざいます。

以上でございます。

○内田政策審議員兼熊本都市圏振興室長 熊

本都市圏振興室長でございます。

資料の26ページをお願いいたします。

新幹線新駅周辺整備についでございます

が、計画概要に書いてございます下１行目か

ら２行目でございます、在来線熊本駅舎のデ

ザインについてでございますが、今年８月、

駅舎の建設費を20億円程度とし、世界的な建

築家である安藤忠雄氏に設計をお願いするこ

とで、熊本市やＪＲ九州の基本的な了解を得

たところでございます。

詳細は、別添資料の５で御説明をしたいと

思います。

後ろのほう４枚が、在来線熊本駅舎の資料

５でございます。

まず、経緯についてでございますが、トッ

プ会議でのランドマークとしてのインパクト

のある駅舎、著名な建築家の起用といった議

論を踏まえまして、安藤忠雄氏に依頼しまし

て、在来線熊本駅舎のデザインスケッチを策

定し、19年３月公表をいたしました。

19年４月から、ＪＲ九州が行います駅舎の

基本設計に向けまして、県とＪＲで諸課題に

ついて協議調整を行ってまいりました。

20年３月、第３回のトップ会議におきまし

て議論をしていただくために、県が独自に試

算いたしましたデザインスケッチを実現する

場合の建設費見込額約30億円を示しまして意
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見交換をいたしました。これはあくまでもイ

メージとして策定いたしましたデザインスケ

ッチをもとに、デザインに配慮されたほかの

県の駅も参考に試算したものでございまし

た。

、 、今後の進め方 費用負担等につきましては

持ち帰り検討することとなりました。この夏

にもトップ会議を開催しまして議論する予定

でございましたですけれども、各トップとも

忙しくて開催できませんでしたので、８月、

知事が駅舎整備の考え方を説明いたしまし

て、駅舎建設費を20億円とするということで

公表をいたしました。

駅舎整備の考え方でございますけれども、

駅舎は、ここに書いてございますように、一

度つくると50年100年残るということでござ

いまして、熊本が単なる通過駅とならないた

めにも、後世に残る品格ある駅舎を整備する

必要があります。

また、熊本駅周辺整備は、熊本が大きく飛

躍するための極めて重要なプロジェクトでご

ざいまして、県がリーダーシップをとりまし

て進めるべき重要な課題というふうに考えて

おります。

一方で、コストをできるだけ圧縮する必要

があるということで、安藤忠雄氏と調整を行

いまして、建設費を20億円程度に圧縮すると

いうことで、熊本市やＪＲ九州の基本的な了

解を得たところでございます。この額につき

ましては、財政再建と品格ある駅舎の両方を

実現するために、20億円程度が限界ではない

かと判断したものでございます。

なお、建設費の負担割合につきましては、

県・市・ＪＲ九州の３者で負担するというこ

とにしておりまして、現在調整を行っている

ところでございます。

最後に、今後の進め方でございますが、今

後ＪＲ九州が近く基本設計を発注いたしまし

て、今年度中には具体的なデザインが明らか

になる見込みでございます。次回トップ会議

におきまして、日程は今後調整してまいりま

すが、費用負担等につきまして議論すること

としております。

添付しております関連の資料、カラーコピ

ーでございますけれども、御説明をしたいと

思います。

まず、１枚目でございます。これは在来線

の高架化が完成する――黄色い部分ですけれ

ども、平成28年ごろの熊本駅のイメージでご

ざいます。このころまでは東側、図面の左側

になりますけれども、現在の駅ビルしか見え

ませんが、この駅ビルは撤去されますので、

駅前広場側から新しい駅舎が直接見えること

になります。

１枚めくっていただいて、裏面でございま

。 、す 他駅舎の事例ということでございまして

現在整備中のＪＲ博多駅の完成イメージでご

ざいます。建設費につきましては数百億にの

ぼるというふうに聞いております。

続きまして、次のページでございます。こ

れは既に供用開始しておりますＪＲ鹿児島中

央駅でございます。全線開業に向けまして駅

の魅力を高めるため、約20億円かけて現在の

駅をリニューアル、拡張すると聞いておりま

す。

。 。次のページでございます 裏面になります

これは山梨県甲斐市のＪＲ竜王駅でございま

す。３町合併のシンボルといたしましてつく

られた駅でございます。建設費は約25億円と

聞いております。

次のページをお願いいたします。これは昨

年度当委員会で視察されました石川県のＪＲ

金沢駅前広場の、もてなしドームと呼ばれま

す大屋根でございます。建設費は約43億円と

聞いております。

最後に、繰り返しになりますが、熊本駅を

これほど大がかりに整備し直すということは

今後当分ないと思われますので、しっかりと

整備を進めてまいりたいと考えております。

以上でございます。
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○戸塚首席土木審議員兼道路整備課長 道路

整備課長でございます。

委員会資料30ページをお願いいたします。

大きな２の高速交通体系についてというこ

とで （１）高規格幹線道路等の整備という、

項目でございます。

30ページから以下、制度、仕組み、そうい

ったことの変更はございませんけれども、30

ページの中で数値の更新があっておりますの

で、そこだけをちょっと補足しておきます。

30ページの一番下、米印のところでござい

ます。全国の高規格幹線道路の供用状況とい

うことで、前回は平成20年５月現在を記載し

ておりましたけれども、７月末現在の数値に

更新しております。全国では供用延長が約38

キロ延びまして 前回の9,341キロから今回9,、

379キロというふうになっております １万4,。

000キロの計画に対する供用率の67％は38キ

ロということで、数字的には変わっておりま

せん。

以下の31ページから38ページまでにつきま

しては、前回の説明事項と変わっておりませ

ん。

39ページをお願いいたします。

３番の建設促進活動ということで、県内の

高規格幹線道路、国のほうで事業を実施して

おりますけれども、この事業促進に向けまし

た県の働きかけということで、この活動状況

を記載しております。

要望活動等ということで、平成20年度分で

ございますけれども、まず１つ、九州横断自

動車道延岡線でございます。宮崎、熊本両県

でつくっております建設促進協議会でござい

ます。７月24日に佐賀市のほうで総会を開き

まして、以下のような出席者で総会を開催し

ております。

これを受けまして、８月７日、熊本県の益

城町でございますけれども、九州横断自動車

道延岡線建設促進地方大会を実施しておりま

す。これは協議会のほうと両県の市町村でつ

くっております促進期成会との共催で実施し

ております。主な出席者としまして、熊本県

知事、宮崎県副知事、それと熊本県側の議会

の議長が主な出席者でございます。

続きまして、２番目の南九州西回り自動車

道の建設促進でございますけれども、これも

熊本県と鹿児島県で協議会をつくっておりま

して、先ほどの延岡線と同様７月24日に協議

会の総会を開きまして、８月29日には事業者

であります国土交通省九州地方整備局に対し

まして、協議会と両県の期成会、それと両県

の議員連盟で事業促進の要望活動を実施して

おります。

、 、この後 10月から11月にかけまして両路線

東京のほうで中央大会を開きまして、国、そ

れと関係国会議員のほうへ要望活動を行う予

定でございます。

３番目の、その他国等への要望等というこ

とで４項目書いておりますけれども、こうい

った要望の事項の中でも、この２路線につき

ましての事業促進に関します事項を記載して

提出しております。

以上でございます。

○髙田交通対策総室長 交通対策総室でござ

います。

41ページ、お手元の資料41ページの航空路

線の利用促進について説明申し上げます。

現状についてでございますが、阿蘇くまも

と空港には、９月現在、東京線初め33便７路

線が運行しております。

平成20年度、４月から７月までの利用状況

につきましては988,795人と、前年の同じ期

間と比べまして1.4％増加しております。主

要路線である東京、大阪、名古屋路線で前年

を上回るなど堅調に推移しているところでご

ざいます。

また、来年３月に開港予定となっておりま

す静岡空港を拠点とする航空会社といたしま
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して、新たに設立されたフジドリームエアラ

インズから、来年７月の熊本－静岡線の開設

が本年７月に発表されました。

一方、国内路線をめぐっては、最近の燃油

価格の高騰による航空会社の収益悪化に伴

い、路線の休廃止などが進む厳しい状況にあ

り、阿蘇くまもと空港におきましても、日本

航空の小牧線が、この11月から１日２便から

１日１便に減便されるということになりまし

た。

今後の取り組みといたしまして、フジドリ

ームエアラインズによる熊本－静岡線につき

ましては、富士山と阿蘇という世界レベルの

資源を有する２つの地域が、さらに関係を深

めともに発展の契機となるよう、来年の７月

の就航に向けて、静岡県及び県内経済界や観

光団体とも連携した事業促進の取り組みを推

進してまいります。

一方、小牧線につきましては、現在午後の

便となっておるダイヤにつきまして、11月の

ダイヤの改編時に、利便性の高い時間帯に改

善を図るとともに、今後情勢の変化があった

際には速やかに復便を検討するよう、継続し

て申し入れを行ってまいりたいと考えており

ます。

42ページは、九州内の主要空港の国内線の

旅客数の推移を表でまとめたものでございま

す。

43ページにつきましては、阿蘇くまもと空

港における平成20年度の利用状況、及び燃油

価格等の高騰を背景といたしました最近の国

内路線廃止・減便状況をまとめておるところ

でございます。

44ページにつきましては、来年７月に就航

予定しております熊本－静岡線の関係で、フ

ジドリームエアラインズ、それから静岡空港

の概要をまとめて掲載しております。

続きまして、45ページの国際線の振興につ

いてでございます。

現状につきまして、熊本－ソウル線につき

ましては、平成15年9月の就航以来延べ17万

人を超える利用がございます。韓国との交流

をさらに拡大させ県経済の活性化につなげて

いくため、７月に開催いたしました阿蘇くま

もと空港国際線振興協議会におきまして、熊

本－ソウル線利用促進に関する決議が全会一

致で採択されるなど、利用促進の取り組みを

積極的に展開しているところでございます。

また、７月10日には、知事がアシアナ航空

の姜社長を訪ねて、熊本－ソウル線の増便に

ついて要請を行いました。アシアナ航空の社

長からは、燃油価格の高騰で経営が圧迫され

ている困難な時期であるとしつつも、今後の

動きを見きわめながら前向きに検討をさせて

いただくという回答がございました。

なお、平成20年度の４月から８月まででご

ざいますが、ソウル線の利用状況につきまし

ては、昨年の同じ時期との比較におきまして

11％減少の１万2,930人と、非常に厳しい状

況となっております。

日本人の利用者はほぼ昨年と同期並みで推

移しているものの、ウォン安や竹島問題の影

響で、韓国人の利用者が昨年同期と比べまし

て17％減少と落ち込んでいるところでござい

ます。

今後の取り組みといたしまして、就航５周

年を記念したイベントや特別ツアーの実施な

ど、熊本－ソウル線のさらなるＰＲや利用促

進に努めていきますとともに、特にこの韓国

人の利用者の減少に対しましては、市町村や

観光団体などと連携し、韓国の旅行代理店な

どに対して、熊本－ソウル線を利用した旅行

商品の造成を働きかけるなど、対策を強化し

てまいりたいと考えております。

また、新規の路線につきまして、今後とも

外国の航空会社や関係機関との意見交換を進

めつつ、定期便の就航の前提となりますチャ

ーター便の利用促進方策について検討してま

いりたいと考えております。

48ページをごらんになっていただきたく思



- 13 -

います。

阿蘇くまもと空港の施設整備・機能強化等

ということでございます。

現状につきまして、阿蘇くまもと空港にお

ける平成19年度の航空貨物の取扱量、国内の

貨物取扱量でございますが、約３万2,000ト

ンと全国で９番目でございまして、平成17年

度から３年連続の増加となっているところで

ございます。

さらなる拠点性の強化に向けた可能性を探

るため、現在商工関係あるいは農林水産関係

など、庁内の関係部局と連携して、航空貨物

の需要などについての検討を行っているとこ

ろでございます。

今後の取り組みといたしまして、そうした

関係部局と連携しながら、引き続き貨物の需

要の将来見通しや県経済に及ぼす効果などを

見きわめながら、その方策について検討して

まいりたいと考えておるところでございま

す。

49ページは阿蘇くまもと空港の施設概要、

それから50ページ目は阿蘇くまもと空港の航

空貨物取扱量の年度推移と、それから九州各

空港の貨物取扱量の推移につきまして表でお

示しさせていただいたところでございます。

私のほうからは以上でございます。

○早川英明委員長 それでは、執行部からの

説明が終わりましたので質疑に入りますが、

約１時間過ぎましたので、ここで５分間休憩

をして質疑に入りたいというふうに思いま

す。どうぞトイレその他行ってください。

午前10時54分 休憩

午前11時02分 再開

○早川英明委員長 それでは、ただいまから

質疑に入りたいというふうに思います。

どなたからでも結構でありますから、質疑

のほうをよろしくお願いします。

○早田順一委員 新幹線のことでちょっとお

聞きをしたいと思います。

単純なことなんですが、今駅があちこち―

―あちこちといいますか、博多駅まで幾つか

できておりますけれども 「ひかり」とか、、

要はとまる駅ですね、それについては今どの

ような協議がされておるでしょうか。

○髙田交通対策総室長 具体的に列車の駅、

どこにとまるということにつきましては、確

実な形でここの駅にとまる、ということはま

だ決まっておりません。これから開業までに

向けてどうなるかということで、基本的には

会社のほうで考えながら調整をしていくとい

うことになっておると理解しております。

○早田順一委員 それは大体いつごろわかり

そうなんですか、発表されるのは。

○髙田交通対策総室長 開業の大体半年前か

ら３カ月前ぐらいにならないと、その辺のと

ころが明らかになってこないというふうに思

っております。

○早田順一委員 ほんなら３カ月ぐらい前と

いうことですね。

○髙田交通対策総室長 はい。

○早田順一委員 要は県北――私県北のほう

なんですが、新玉名駅、それから特に山鹿で

も平山温泉とか今非常に注目をされているん

ですが、新大牟田駅ですね、そちらの駅に近

くなるわけですけれども、いろんな観光客を

誘致する場合に、今福岡のお客さんが非常に

多いわけですが、これからＫＡＮＳＡＩ戦略

とか、そういうのも含めて、そういう他県と

の協議にはなるかというふうに思いますが、

その辺はどのようにお考えでしょうか。
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○梅本観光物産総室長 熊本県の宿泊客のお

よそ３分の１が福岡からのお客様になってお

ります。私どもの戦略の１つとして、現在同

様、福岡は大きなターゲットとなっておりま

すし、新幹線開業後もそのように認識してお

ります。

一方、ＫＡＮＳＡＩ地域につきましては、

10％以下ぐらいのシェアしか占めておりませ

んので、そういった意味で２つ目の柱がＫＡ

ＮＳＡＩ地域からの誘客というふうに考えて

おります。

委員御指摘の各県との連携につきまして

は、先ほど大分との連携につきまして御紹介

申し上げましたけれども、長崎やあるいは隣

県鹿児島、福岡と一緒に旅行商品を組み立て

てお客様に来ていただく、２泊３日の長い逗

留についても御提案申し上げる、そういった

取り組みを願っております。

以上でございます。

○早田順一委員 平山温泉が今位置的には九

州でナンバーワンということで非常に注目を

されておりますので、黒川温泉みたいなイメ

ージで山鹿も頑張っておられますので、よろ

しくお願いします。

○早川英明委員長 ほかにございませんか。

○上田泰弘委員 委員会資料の24ページなん

ですけど 「我がまちの宝」探し云々という、

ところで、くまもと旅行商品開発塾の開催と

いうのがありますね。これは各地域振興局、

各ブロックごとにされているんですけど、こ

れはどういう方が参加されて、どういう話と

、 。いうか どういう会議がされておるんですか

○梅本観光物産総室長 24ページの中ほど

に、新しい、ことしから始めました新規事業

として、くまもと旅行商品開発塾について御

紹介申し上げております。もう２回実施して

おりまして、あと今月末に阿蘇で開催する予

定でございますけれども、対象は市町村、そ

れから観光協会の方々や、あるいは例えば祭

りの実行委員会の方とか、そういった方々に

おいでいただいております。

観光素材としてはかなり、ほかの県に比べ

ても大変恵まれている熊本でございますけれ

ども、その商品力ということになりますと、

もっと商品力を上げないと、新幹線開業のと

きにたくさんの人に来ていただけない、ある

いはリピーターになってもらえないというこ

とで、その商品力を上げる取り組みというこ

とで、旅行代理店などの専門家の方々に講師

になってきていただいて、地元と一緒になっ

て商品を組み立てる作業をしております。

これは一方的に座学方式で勉強するだけで

なくて、旅行商品を出し合いまして、これを

どうしたら売れるか検討し、最後はそういっ

た商品を、関西とか東京の旅行代理店などで

売っていただくところまでこぎつけたいと思

っております。

以上でございます。

○上田泰弘委員 ということは、それは地元

のことをよくわかっている人たちが集まっ

て、そういうやりとりをされているというこ

とですね。

○梅本観光物産総室長 はい、さようでござ

います。

○上田泰弘委員 わかりました。

○早川英明委員長 ほかにございませんか。

○大西一史委員 済みません。先ほど26ペー

ジですかね、新幹線の新駅周辺整備、これは

別紙の資料の５の在来線熊本駅舎についてと

いうことでお話がありました。この件につい

て、本会議での一般質問で鎌田委員もこれは
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触れられていたことなんですけれども、この

安藤忠雄さんにデザインスケッチをお願いさ

れて、その設計費用が30億が20億になったと

か、いろいろな議論があっているんですが、

ちょっともう一回整理をしたいなと思うんで

すが……。

この第１回のトップ会議で、著名な建築家

の起用といった議論が出たということで、そ

の安藤さんに依頼をされたということなんで

すが、これは去年の委員会のときも私たしか

お聞きしたと思うんですけれども、この安藤

さんを起用するに当たって、著名な建築家と

いうのはいっぱいいらっしゃるのに、なぜ安

藤さんだったのかというのが１つ。

それから、通常であれば、そういう依頼を

するに当たっては、いろんな方と比較してお

願いした中でやるべきで、だれかを決めうち

するようなやり方というのはどうだろうかな

という議論が、たしか去年もさせていただい

たような気がするんですけど、その辺の経緯

をちょっと１回聞かせてください。

○内田政策審議員兼熊本都市圏振興室長 安

藤さんを起用した経緯も含めての説明という

ことで今委員から質問を受けました。まず、

第１回トップ会議というのは平成18年の10月

に開催をいたしました。その中で、先ほど申

しました著名な建築家の起用というふうな議

論がございまして、19年１月に安藤忠雄氏に

依頼して、在来線熊本駅舎のデザインスケッ

チをお願いしたということでございます。

安藤忠雄さんを決めたという理由につきま

しては、今申しましたトップ会議の議論を経

まして、世界的に権威のある賞の受賞歴と、

例えば建築界のノーベル賞といわれるプリッ

カー賞など４つの賞を安藤さんが受賞されて

いること。もう１つは、県内における実績を

考慮いたしまして、安藤忠雄氏が最も望まし

いというふうに考えて、安藤さんにお願いし

たということでございます。19年１月15日に

契約いたしまして、３月20日にデザインがで

きて、トップ会議で公表したということでご

ざいます。

安藤さんを選ぶに当たっては、ほかの建築

家の方も比較しまして、４つの賞すべて受賞

されているのは安藤さんであるということで

ございます。これらから判断いたしまして安

藤さんに決めたという経緯でございます。

以上です。

○大西一史委員 ４つの賞を受賞されたとい

うことで、４つの賞を受賞された方というの

はほかにいらっしゃらないということでいい

ですか。

○内田政策審議員兼熊本都市圏振興室長 ４

つともそろってはいなかったということでご

ざいます。

○大西一史委員 その４つの賞以外の方は、

では余り大した建築家ではないというふうに

なるんですかね （笑声）。

○内田政策審議員兼熊本都市圏振興室長 そ

ういうことではございません。ほかにも建築

家、もちろん著名な建築家はおられますけれ

ども、今言いました４つの賞の受賞歴と県内

の実績ということで選んだということでござ

います。

○大西一史委員 別に安藤さんをやり玉に上

げるというつもりで私はこれは質問しておる

わけでなくて、安藤さんのような世界的に有

名な建築家の方が熊本駅をデザインされると

いうことはいいことなんですが、やはりその

選定過程、あるいはそういったところでいろ

いろ、何で安藤さんに決まったのかというよ

うなことを疑問視する声も結構聞かれますの

で、それで実はお尋ねしているわけです。

一説、ちょっと私がこれは小耳に挟んだ話
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なのであれなんですが、トップ会議の後あた

りに、これは安藤さんのほうからも結構自分

から――自分からというか、安藤さん側がさ

れたのか、事務所がされたのかよくわかりま

せんが、県に対してそういう、ぜひというよ

うな働きかけがあったというような話を聞い

ているんですが、それは事実ですか。

○内田政策審議員兼熊本都市圏振興室長 私

は、働きかけがあったかどうか承知はいたし

ておりませんが、安藤さんとしては、熊本の

ために頑張りたいというお気持ちは持ってお

られると思います。

○大西一史委員 アピールがあったというこ

とではないということでいいんですか。

○内田政策審議員兼熊本都市圏振興室長 済

みません、私が今承知していないということ

で、その辺ははっきりと私が今申し上げるこ

とはできないということでございます。

○大西一史委員 それはまた後日確認すると

しまして、それで駅舎についてなんですけれ

ども、私もこの前鎌田委員の質疑を聞いてお

りましたら、確かに30億が20億になったりと

か、非常にコストの話が今どーんと表に出て

、 、いますけれども 少なくとも駅舎というのは

駅構内のいろんな機能ですね、例えばエスカ

レーターをどのくらい配置するかとか、極力

階段を減らすとか、エレベーターをたくさん

つくるとか、やっぱり新しい駅をつくるとい

うことは、例えば授乳施設をつくるとか、通

路幅をどうするだとか、いろんな観点での機

能面での検討というのがやはり私は重視され

なければならないと、その上でのデザインだ

ろうというふうに思うわけです。

デザインはデザインでそれは結構なんです

けれども、例えば金沢駅なんか別に有名な建

築家があれやったわけじゃないわけですね。

視察しましたけど、あれ地元の大学の先生だ

とか、学生さんだとかがやりながらたしかつ

くり上げたというふうなことを聞いておりま

すから、まずは金額云々で20億とか30億とか

ひとり歩きする前に、まず熊本駅としてどう

いう機能を追求しなければならないのかと、

そういうのを逆に言えば県民の意見をかなり

聞いて構築していくと、それを設計に反映さ

せていくというプロセスが私は必要だと思う

んですが、そういったことをやられようとい

うお考えはないのかどうなのかをお尋ねいた

します。

○内田政策審議員兼熊本都市圏振興室長 委

員御指摘のとおり、駅舎につきましては外観

デザインだけではなくて、使いやすさ、ある

いは機能、それから内装、そういったものに

ついては十分考慮しながら設計していく必要

があるというふうに考えております。

県民の意見についてでございますが、駅舎

につきましては16年度に県・市で新幹線駅舎

側も含めまして、こんな駅舎が必要ではない

かというコンセプトを県・市で取りまとめた

経緯がございます。

今後、20億を目標とした駅舎につきまして

も、県民の意見を聞くことは必要だろうとい

うふうに考えておりまして、具体的なデザイ

ンが出てきた段階で、県民の意見を聞くため

の手続を踏みたいというふうに考えておりま

す。

以上でございます。

○大西一史委員 今そういう手続を踏むとい

うことでありますから、県民の意見、まずい

ろんな要望があると思うんです。先ほど言っ

たような、例えば授乳施設とか、エスカレー

ターだとか、やはり使いやすい駅ということ

を追求していただきたいというふうに思いま

す。それはお願いをしておきます。

駅舎建設費が約20億みたいなことで、安藤



- 17 -

さんと調整をしたということですけれども、

この額あたりでも確定では全くないわけです

ね。ですから、こういう額を表に公表をして

いく中で、今こういう概算でこのくらいで実

はたたきとして出しているんであって、これ

は大幅に変わることはあるよと。

博多駅なんていうのは数百億かけるという

ふうにいわれていますし、大体プラットホー

ムだけでも400億ぐらい、あの辺をいじるだ

けでもなんかかかるというような話もちょっ

と小耳に挟んでいます。しかも、これは県が

全部出すわけじゃないわけですから、県がど

のくらい負担をするのかというのも含めてで

すけれども、もう少し固まった段階でそれは

逐次、今検討状況の中で大体このくらいかな

というようなことで出していただけるよう

に、ちょっとわかりやすい、余りこういうも

のだけがひとり歩きをしないようにしていた

だきたいということです。

ただ６月の委員会で、鎌田委員からもお話

があって、私も厳しく聞かせていただいたけ

れども、要は３月の段階でオープンになって

出てきたものが、６月の委員会まで全く出て

こなかったということに関して、私たちは何

だという話をしていたわけですから、もう少

し公表なり説明の仕方というのは気をつけて

いただきたいというふうに要望をしておきま

す。

それと、済みません、委員長、続けて、ち

、 、ょっと長くなりますが 申しわけありません

お願いします。

今回説明全然なかったんですけれども、駅

の東口については今どんな進捗状況なんです

か。というのが、市電を乗り入れるというよ

うな話があっていたけれども、あれがどうな

っているのかという話もまだ経過報告もな

い。あるいは東口のバスのターミナル機能を

どういうふうにするのか、駐車場の規模とか

も含めて駅前広場をどういうふうにするのか

というのは県が担当すべきことであって、そ

れに対して何の説明もないというのは一体ど

ういうことなのかというふうに思うんです

が、それをちょっとお聞かせいただきたいと

思います。

○内田政策審議員兼熊本都市圏振興室長 ま

ず、東口駅前広場の市電の乗り入れについて

でございますが、市電の乗り入れにつきまし

ては、トップ会議で市電の乗り入れの方向性

が決まったということでございまして、現在

熊本市におきまして市電の乗り入れに伴いま

す交通処理、あるいはほかの機能に、レイア

ウトに影響するものですからレイアウトをど

うするか、それから市電の乗り入れに伴って

歩行者の安全をどうするか、あるいは軌道法

の問題なども含めまして熊本市のほうでまだ

検討中でございまして、検討結果がまだ外に

出せるほど出てきていないということで、ま

だ検討中の段階ということでございます。

それから、バス乗り場につきましては、駅

前広場の前のほうが路線バス、少し南側のと

ころに長距離バスのため交通広場ということ

で今確保して整備を進めておるところでござ

います。

バス乗り場を、長距離・路線バスをどうす

るかについても、市内全体のバス網再編等の

点も含めてまだ検討がされている段階でござ

いますので、先ほどの市電の乗り入れも含め

まして、駅前広場のレイアウトをどうするか

ということにつきましてはまだ御説明できる

段階にないということで、検討中の段階とい

うことでございます。

○大西一史委員 では、いつごろ――あと２

、 、年もすればあらかた まあ仮の部分ですけど

できていなきゃいけない部分があると思うん

ですが、その辺も含めてですけれども、いつ

ごろ説明があるのか。まず、委員会にその辺

の経緯は示されていないのは何でなんです

か。まだ説明することはないということだか
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らですか。

○内田政策審議員兼熊本都市圏振興室長 現

時点ではまだ、お手元にあります、駅周辺整

備の基本計画が載っておりますけど、それを

変えるところで経過がこうなっていますと説

明できるまだ段階ではないということで、資

料として載せていないということでございま

す。

○大西一史委員 いずれにしても、ちょっと

こればかり長くなるのもいけませんが、本当

に駅舎だけじゃなくて、駅前広場も総合的に

考えて、利便性を考えていかなければいけな

いという中で、何かいまひとつ全体像という

のが、だれがイニシアチブをとってやってお

るのか。

市のほうで何か今検討しているから、それ

を待っている状態だとかという話ですけど、

では市が早く出してこないのであれば、どう

して市にもう少し早くそういった計画を出し

てくれというふうに話をしないのか、あるい

はその辺の話が、コミュニケーションがきち

んと県市間でできているのかというのは、ち

ょっと私が不安に感じているところがありま

すので、その辺も含めて今後急いでやってい

ただきたいということをお願いをしておきま

す。

以上です。済みません、長くなりまして。

○渡辺利男委員 私は空港の問題なんです

が、今大西委員が言われたことに１つつけ加

えておきますと、駅前、将来的に平成３０年

ぐらいにでき上がる東口ですけれども、やっ

ぱりバスの乗り場は利便性を考えれば１カ所

にすべきですよ、前から言っていますけど。

何で長距離バスを離したところにつくらにゃ

いかぬのかという理由が全くわからない。Ｊ

Ｒ側が競合するから嫌がっているという話も

聞きますけれども、そんな事業者の思惑で路

線バスと長距離バスの乗り場がえらい離れて

おるということは、これは利用者の立場から

すると不便ですよ。

県庁前のバス停だって一緒にしておるけ

ど、何の混雑もないでしょう。これだけ高速

バスがとまるバス停はないですけれども、路

線バスと一緒でたった２台ぐらいしかとまら

ないけれども、十分やっていっていますよ。

ですから、これはやっぱり離す必要はないと

思いますから、ぜひ県としては一体化するよ

うに今後強く要望しておきます。

それから、阿蘇くまもと空港へのリムジン

バス、シャトルバスの試行運転の実施という

ことが出ておりますけれども、あと２年半で

新幹線全線開業すると、福岡空港が非常に近

くて便利になるわけです。博多駅から地下鉄

で５～６分程度で、10分以内で行けるという

ことで、非常に定時性もある、かさもささぬ

でいいという空港になってしまうわけです。

それにやっぱり対抗して、熊本空港の利用

者を減らさないためにもこれは大変大事な問

題だということで、何年も前から空港のアク

セスが重要問題として取り上げられてきたけ

れども、結果としてこの程度なのかなと。Ｊ

Ｒの豊肥線から、肥後大津駅からリムジンバ

スを出す、結局一番やりやすい方法に落ち着

いてしまって非常に残念ですけれども……。

今回、１日往復10便、肥後大津駅から空港

へ試行運転するということですけれども、こ

れをやってみて、どれくらいの利用者があれ

ば本格営業にスタートしようと考えておられ

るのか、まずそこのところからお聞かせくだ

さい。

○髙田交通対策総室長 肥後大津駅と阿蘇く

まもと空港の間のシャトルバスということに

ついてでございますけれども、１日10便とい

うことでこれから、10月21日から行ってまい

ります。

豊肥本線という定時性の図れる交通機関を
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使ってより多くの利用者を、阿蘇くまもと空

港へ早い時間で行けるようにしたいというふ

うに思っておりますが、具体的には、まず今

年度試験運行を行いまして、何とかこの利用

を促進して、本格運行ということに結びつけ

られるように頑張ってまいりたいと思います

が、具体的には何人、採算の基準どうだとい

うことにつきましては、利用状況などからこ

れからいろいろ事業者と相談していきたいと

考えているところでございます。

○渡辺利男委員 豊肥線の延伸は凍結をする

ということですが、5,000人１日利用者見込

みがあればと思っておったけれども、2,500

人ぐらいしかないだろうからこれも凍結・断

念ということですけど、そういうふうに一定

の数字的なめどがなくて試行運転をするとい

うのは、一体どういうことなのかなと思いま

す。

ただ、１日往復10便ではまあ正確な数はわ

、 、からぬでしょうけれども 今回やられるのが

55分を見込んで料金が730円、今の既存のリ

ムジンバスは、時間は余り変わらないけれど

、 。も670円 今のほうがかえって安いわけです

ＪＲから乗りかえて熊本空港へ行くというこ

とですから、果たしてどれだけの人が、今ま

で自家用車で行っていた人がシフトするのか

なというふうに思いますけれどもね。

ですから、私は、やっぱりこれを本格実施

するためには、どういう条件をクリアした場

合実施するんだというのは明確にしておいて

もらわないと、金使って試行運転一応するけ

れども、何のために、どういう目安でしたの

かということもはっきりしないじゃ、結局う

やむやにまた終わってしまうんじゃないかな

というふうに思います。

もう２年半後に新幹線来ますけれども、大

体本格実施はどれくらいからやろうと思って

、 、いるのかということと 本格実施する場合は

では豊肥線の便数と同じぐらいリムジンバス

を用意するのかどうか。

だから、豊肥線に乗って肥後大津から乗り

かえていこうという人が、どの便とどの便に

はリムジンバスが走っておるけど、ほかんと

は走っとらぬなんて一々計算しながら行かな

んなら、ますますみんな利便性の問題があっ

て乗りませんよ。大体どういう予定でいるの

か聞かせてください。

○髙田交通対策総室長 肥後大津駅から豊肥

本線を活用したシャトルバスということにつ

いてでございますが、本年度試験運行を行い

まして次年度、当然今年度の結果を見てござ

いますけれども、本格運行ということに向け

ていろいろ調整を行い、我々といたしまして

開業までに間に合わすということは当然ござ

いますけれども、何といっても早い段階でこ

のシャトルバスというものを実現させて、利

用を高めていきたいと考えております。

具体的なダイヤということにつきまして

も、この10月から行う試験運行につきまして

は１日１０便、５往復ということでございま

す。１日５本といっても、豊肥本線は１時間

に２～３本走っているというところもござい

まして、空港のダイヤも１日33便がございま

す、そうした空港のダイヤとあわせた形で運

行させたい。本格運行ということになったと

きには、もっと多くのダイヤで運行させたい

と考えております。

また、その鉄道とバスの利便性ということ

につきましては、きちっとダイヤの接続を図

り、またそれをいろんなところを探さなけれ

ば見当たらないというんじゃなくて、どの便

に乗れば着く、という形にするため、説明、

アピールを、ＰＲもきちっとやって、何とか

我々としては本格運行を目指していきたいと

考えておるところでございます。

○渡辺利男委員 やっぱり熊本空港を利用す

る人は、多くの人が帰りも熊本空港へ帰る人



- 20 -

もおるんですけれども、行きがけにこれを利

用していっても、自分が明くる日、あるいは

２日後に帰ってきたときに、シャトルバスと

ＪＲが接続されているのかどうかとか、１日

片道５便ですから、だからこの程度の試行運

転で、本格実施するかしないかの数値がとれ

るのかどうか、非常に私は疑問だと思うんで

す、この程度では。

だから、何かはっきりした、何と何と何を

この調査で取るんだと、それをもとに本格営

業に移行するんだとか、そういうはっきりし

たものがないと、ただこれ５便やってみたっ

て全く意味がないと思うんですけれどもね。

これは今言っても、来られたばかりで、小

宮部長が答えたいなら答えてもいいですけれ

ども （笑声）。

○小宮地域振興部長 まず、空港へのシャト

ルバスにつきましては、我々といたしまして

は、肥後大津を、これは将来的な例えば阿蘇

方面への玄関口としても、空港からのアクセ

スとしては、将来の拠点可能性が非常に高い

ところだと思っております。周りには企業も

非常に多くて、まさにビジネスとして阿蘇く

まもと空港を利用している方々も年々ふえて

おります。

その意味で、非常に可能性が高い拠点にな

ると思っておりまして、我々といたしまして

は、肥後大津駅を活用したシャトル、これは

必ず実現させていきたいとまず考えておりま

す。その上で、今回の試行につきましては、

まずは残念ながらといいますか、まさに本格

運用であればもっと当然便数もふえた状態で

多分実施されるのだろうと私としても考えて

おります。大津からのシャトル便がしっかり

と利便性の高い形で実現できるように、一歩

一歩ステップを踏んでいきたいと思っている

ところでございます。

したがいまして、まずはこの試行運行をし

っかり行って、そこから得られるデータ、も

ちろんそれで十分だとは言えないものになる

かもしれませんけれども、足らない部分があ

ればさらにいろんなデータも取りながら、実

現に向けて頑張っていきたいと思っておりま

す。

○渡辺利男委員 同じ熊本空港の問題ですけ

れども、新幹線ができて一番影響が出るのは

大阪便だろうと思うんです。伊丹空港の分、

今、年間70～80万人の利用客ですけれども、

これが新幹線で３時間で大阪まで行くように

なると、どれくらい減るのかなという推測で

。 、すね なかなか言いにくいでしょうけれども

間違いなく減ることは予測されると思うんで

すが、なるべく減らないための努力は空港と

してどういうことをやっていくのか。例えば

料金値下げとか含めてやっていくのか。とに

かく、便数が減るとどんどん悪循環になって

いきますからね。

それと、今、年間300万人の空港の利用客

のうち東京便が約200万人で、圧倒的に東京

便でもっているようなもんですが、全国の空

の状況からして、東京便の今後の供給割合と

いいますか、熊本－東京間の便数はふえる見

込みがあるのかどうなのか、そこのところを

教えてください。

○髙田交通対策総室長 阿蘇くまもと空港の

旅客数の推移ということでございます。新幹

線が開業いたしました場合には、熊本と大阪

の間を約３時間で結ぶというふうな案もあ

り、今現在阿蘇くまもと空港と伊丹空港の間

が１時間20～30分で着くなり、九州新幹線全

線開業によって旅客の一部では空路から鉄路

へのシフトがみられる予想というのもござい

ます。

私どもといたしまして、熊本と大阪を中心

とするＫＡＮＳＡＩ地域における交流を一層

拡大させていくという観点からしても、新幹

線という手段と飛行機という手段が両方ある
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ことで、それによりビジネスならビジネス、

観光なら観光とそれぞれニーズにあわせて、

時間帯に合わせて、両方の手段のいずれかを

選択して使っていただけるような形で、我々

としても新幹線ができたから即大阪便がかな

り減少してしまうことのないよう、さらに熊

本側、それから関西側における、熊本におけ

る入り込みなり、あるいはビジネスの足とし

ての需要なりというのを、更に促進していけ

るように努力してまりたいと考えておりま

す。

また、東京線ということについてでござい

ますけれども、300万人を超える阿蘇くまも

と空港の利用の中で、東京線というのが大体

３分の２を占めているというところでござい

ます。平成22年10月には羽田空港の再拡張が

予定されている中で、熊本エリアにおける利

用が順調に伸びているという中、熊本エリア

に対しての入り込み、この路線の利用者数と

いうのは多く見込めるんじゃないか、具体的

にどれぐらい、何％見込めるかというところ

につきましては、正確なデータは持ち合わせ

ているわけではございませんけれども、引き

続き需要の増加は見込めるのじゃないかとい

うふうに思っているところでございまして、

私どもといたしましては、羽田空港の再拡張

の完成に合わせるような形で、さらに熊本－

羽田線の利便性を高められるよう、航空会社

などに働きかけていきたいというふうに考え

ておるところでございます。

○渡辺利男委員 是非、頑張っていただきた

いと思います。

それで、福岡空港にお客をなるべく取られ

ないように、熊本空港の利便性はいろんな面

で高めていかにゃいかぬと思うんですが、こ

ないだ新聞の「もしもし電話」に載っており

ましたけれども、あそこの駐車場の利用の問

題ですけれども、私は自動で入ったり出たり

するから、24時間当然出入りできるものと思

っておったら、夜はばったり閉まって出入り

できないということで、帰りは福岡空港に降

り立った人が、晩の12時ぐらいにあそこまで

車を取りに行ったら入れなかったと、結局明

くる日また取りにいったということですけれ

、 。ども こういうことがあるからいかぬのです

あれは機械でやっておるんだから、24時間

あけときゃいいじゃないですか。何で利用で

きないようになっておるんでしょうか。

○髙田交通対策総室長 阿蘇くまもと空港の

駐車場ということでございますけれども、営

業時間はたしか朝の６時から22時半までとい

うことになっておるところでございます。こ

れは私の推測になってしまいますけれども、

現在の阿蘇くまもと空港の定期便の利用とい

うのが、７時台から21時前までというような

状況でもあるということから、実際の発着便

の時刻を考えて恐らく駐車場を使う時間帯と

いうのも、少し前後延ばした形になってあわ

せてあるのではないかというふうに思うとこ

ろでございます。

○渡辺利男委員 やっぱり熊本空港は不便

で、みんな車でいって置いていくけれども、

帰りは天気の状況とかいろんなトラブルで、

ほかの空港に回されたり結構ありますよ、年

間通じれば。そのときは何とかしてまたそこ

まで車を取りにいかぬとしょうがないわけ

で、何で10時半から朝６時まで閉めにゃいか

ぬのか。機械でやっておるんだから、やれば

いいじゃないですか。

それはぜひ、空港環境整備協会のほうへ県

としても強力にこれは申し入れてもらわない

と、こういう状況では本当に福岡空港にお客

は取られてしまいますよ。これは要望してお

きます。

以上です。

○竹口博己委員 今、空港の駐車場の問題が
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出たので、いつもあそこを使うたんびに不愉

快な思いをしているのは、あそこに屋根つき

の障害者専用の駐車スペースがありますね。

あそこに証明書のない人が結構とめている

、 、し 屋根つきだからすごい高価な黒塗りの車

どの筋の方かわからぬような車が並んでいま

す。あれ、どうなんでしょう、熊本の空の玄

関口の駐車場として。

実際、体の不自由な方々が使えないという

苦情が来ている。何回かそういうのは指摘し

たことがありますけれども、一向に改善の兆

しが見えない。１週間前もわざわざ行って見

てきました。いっぱい証明書のない車がとま

っています。だれも取り締まらないと思われ

ます。それに対して見解を一言。

○髙田交通対策総室長 体の不自由な方の専

用スペースであるのに、実際全然違う方が使

っているんじゃないかというようなことにつ

きまして、私どもも状況を調べて、空港の駐

車場を管理している空港環境整備協会に対し

まして、いろいろと調整して申し入れをして

いきたいというふうに考えております。

○竹口博己委員 身近なことで、こういうと

ころで言うことではないんでしょうけど、み

っともないです。今や熊本県民のグレードが

問われている問題だから、びしっとそれはや

ってください。証明書を持っている人、今証

明書が必要でしょう、人に与えられるんだか

ら、だからその証明書を持っている人たちが

とめられない、たくさんあるんですけどもと

められないんです。一回見てくれませんか。

、 、それから 前後して申しわけありませんが

先ほどから出ていました熊本駅の問題。それ

、 、 、で ちょっと気になるといいますか １つは

、 、 、この説明書によりますと 駅舎 駅舎ですね

さっきから出ている、駅舎は平成28年ごろに

撤去開始と書いてありますが、完成は30年、

つまり駅前整備、東口駅前広場の整備と同じ

、 。ように完成ということでいいんですか 確認

○内田政策審議員兼熊本都市圏振興室長 熊

本都市圏振興室長の内田でございます。

在来線が高架化完了するのは平成28年ごろ

とここに書いてございます。それと一緒に駅

舎も完成するということでございます。

○竹口博己委員 撤去開始と書いてあるば

い。

○内田政策審議員兼熊本都市圏振興室長 こ

の駅舎、現在あるフレスタ熊本という駅ビル

がございまして、現在の駅ビルは撤去して駅

前広場として広くするということでございま

す。新しい駅舎は、この黄色で今図示してあ

るところの上側に改築されるということでご

ざいます。

○竹口博己委員 わかりました。28年完成で

すね。

○内田政策審議員兼熊本都市圏振興室長 は

い。

○竹口博己委員 わかりました。

それで、さっきから議論されておること、

30億、20億という問題、これは潮谷知事が県

民に明らかにしなかった30億、密室で進行し

たというところから不透明さというのを引き

ずってきておるんです。もうここにはおられ

ないから何とも言えない。蒲島知事は10億値

切って20億にしたというて （笑声）だから、

これは妙な気持ち。

、 、いずれにしても 駅舎が完成する28年ごろ

少なくとも私はこの席にはもういないでしょ

う。気になるので遺言として言っておきます

が （笑声）駅舎整備の基本的な考え方、思、

想的な部分になりますが、機会あるごとにお

聞きしながら、そんなことかという妙なもの
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を感じてなりませんのは、ここにもさっき説

明書にもありました。

駅舎というのは、一度つくってしまうと50

年、100年残るものと、そのとおりですよ。

ですから、しっかりした熊本のシンボルにふ

さわしいものをつくりたい、残しておきたい

というのはよくわかります。

そこで、新幹線全線開業に伴って「熊本が

単なる通過点とならないためにも、後世に残

る品格ある駅舎を整備する必要がある」とい

う、この品格ある駅舎の整備と、通過点にな

るかならないかというのはこれは別の問題で

す 駅を見に大量の人が来るとは思えぬ 笑。 。（

声）現に博多がにぎわっているのは、駅舎を

見にきているんじゃないんだから。目的があ

って博多に行っているんだから。鹿児島の駅

の利用者がふえているのは、鹿児島に何らか

の目的があって行っておる。

それと同じように、熊本の新しくつくるで

あろう駅がにぎやかになるかどうかは、品格

あるデザインかどうかというのは関係ないん

です （笑声）だけど、機会あるごとに、こ。

の20億の議論をするときに、必ずその言葉は

出てくる。字面にもあらわれている。その次

元かと、駅舎に対する考えは。熊本を通過点

としないでもっと経済性を高めるためには、

駅前周辺の整備を初めもっともっと、それは

梅本観光物産総室長もやらぬといかぬことが

たくさんあるでしょう。そっちでしくじって

しまったら、どんな安藤さんのすばらしいデ

ザインででき上がって、20億も使ってつくっ

た立派な駅舎でも「峠の茶屋」で終わってし

まう。どうですか、梅本観光物産総室長、人

ごとじゃないんですよ。

だから、駅舎が立派なものよりも――駅と

いうのはさっきから出ていますとおり、いか

に拠点性を高めるか、利便性はどうなのかと

いうことが第一義に問われるべきであって、

立派な人が設計して、多額の県民の税金をつ

ぎ込むのは当たり前だみたいな、その発想と

いうのが前面に出てくるのはいかがなもの

か。必要なのは認めますよ、シンボルだから

認めますけれども、常にそれが第一義に出て

くるというのはいかがなものかと。

それで、熊本の将来大丈夫かという気がい

たしますので、そこらに対する内田都市圏振

興室長の御決意を一言お聞きしたい。

○内田政策審議員兼熊本都市圏振興室長 今

委員御指摘のとおり、駅舎だけではなくて、

駅周辺全体がやっぱり品格ある整備が必要だ

ろうというふうに考えております。

○竹口博己委員 駅舎と書いてある。

○内田政策審議員兼熊本都市圏振興室長 こ

こには、まず駅舎も大事だし周辺も大事だろ

うというふうに考えております。熊本駅が通

過点にならないためには、委員御指摘のとお

りでございまして、周辺整備プラス、新幹線

くまもと創りでもやっておりますように、新

幹線の開業効果が全県に及ぶようないろんな

取り組みが必要だろうと。先ほど観光の話も

ございましたし、いろんな点から熊本県の拠

点性を高めていくということが必要だろうと

思っております。そういうことでやっていき

たいと思います。

○早川英明委員長 今竹口委員の質問につき

ましては、ここにお見えの執行部の全体にか

かわる問題でありますから、最後に、小宮部

長に今の総括の答弁をひとつお願いします。

、 、○小宮地域振興部長 まず 委員御懸念の点

私も非常にしっかり受けとめさせていただき

たいと思っております。

熊本駅は玄関であります。玄関だけ来て帰

る人というのはそもそもいないはずでありま

して、玄関の奥にある中身、それはまさに駅

周辺だけでなく、熊本のこの都市圏の、もし
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くは熊本県全体の地域、これ自体がまさにこ

の目的たる場所でなければいけない。

したがいまして、駅周辺だけでなく、例え

ば仮に熊本市に限った場合におきましても、

お城周辺、いわゆる町中のあたりも含めまし

て魅力ある地域づくり、これを同時に図って

いかなければ、玄関が幾ら立派でも素通りし

てしまうということは、十分起こり得ると思

っております。

また、我々といたしましてそういう危機感

、 、をしっかり持って 地域づくりも含めまして

全体として魅力ある地域づくりを図り、多く

の方々に、県外の方々にも熊本を訪れてもら

って、何回も足を運んでもらうような地域に

なっていきたいと思っております。また、そ

のために精いっぱい頑張っていきたいと思っ

ております。

以上です。

○小杉直委員 ほんなら、私も少し関連で…

…。

まず、内田政策審議員に、今までのいろん

な質問に関連して、簡単な答えで結構です。

いつも言う駅前交番の話。これは小宮部長

を初め多くの関係者が努力しておられますの

で、きょうは発言することは大体控えようと

思っておりましたけれども、今までの中で市

電の問題、バスの問題、いろんな意見が出ま

したので……。

交番は駅前にもともと１つあるわけです

な。そして今それは壊して小さなボックスに

なっておりますね。もともとあるんだという

ことをまず前提に認識していただいて……。

、 、今 品格とか通過駅にならないようにとか

魅力ある駅前とかいろいろありましたです

な。だから安全、安心も、これは目に見えな

い大事な熊本の宝といいますか魅力ですから

……。

例えば、先週の土曜日に５人の自民党総裁

立候補者が来ましたね。その中で総理大臣に

だれかがきょうなるわけです。ですから、熊

本駅から特急リレーつばめで鹿児島に行くと

きに、５人が熊本駅を歩いていくときに、そ

れの警護・警備というのもなかなか警察当局

は御苦労をしたわけです。

ですから、治安のシンボルであった交番が

もともとあるわけですから、市電の問題、バ

スの問題、総合的に検討するようにという発

言がありましたが、ぜひ交番を横やりにやら

ないで、やっぱり治安のシンボルとして魅力

の中の１つ。

それから、おもてなしの心というのがあり

ますね。警察官らしい地理案内、教示とかな

んとかもやっぱり必要ですから、ぜひそれは

お忘れにならないように、ひとつ御答弁を。

（笑声）

○内田政策審議員兼熊本都市圏振興室長 駅

前交番につきましては、現在県警と土木部と

地域振興部におきまして、移転につきまして

協議検討を行っております。県警からは、今

委員もおっしゃいましたように、駅の利用者

が目につきやすいところがいいだろうと、鉄

道警察隊とも連携が図れる場所がいいんじゃ

ないかと、また早い時期に東口駅前広場内に

移転先を確保して、新幹線開業には間に合わ

せたいというふうな意向を聞いております。

私どもといたしましても、駅前広場の移転

可能な場所を選定いたしまして、県警と意見

交換を行いながら検討を進めておるところで

ございます。土木部とも連携いたしまして、

県警の意向を踏まえつつ、新幹線開業に移転

できるように、できるだけ早く候補地の絞り

込みを行ってまいりたいというふうに考えて

おります。

以上でございます。

○小杉直委員 質問を予定しておったような

、 。（ ）答弁をぴしゃり 立派な答弁を…… 笑声

最近、千葉で幼女の悲惨な死体遺棄が見つ
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かったり、福岡であのような残忍な幼児の殺

人があったり、最近はまた駅内外で無差別殺

人があっておりますので、ぜひそういう方向

で、いついかなるときに凶悪な事案が発生す

るかわからない時代に残念ながら突入したか

、 。ら そういうことでぜひお願いしておきます

要望で結構です。

○守田憲史委員 済みません、自分も駅舎で

すが、自分はやっぱりそれなりにお金をかけ

るべきだと思います。よく全国区で転勤して

回る人が熊本に赴任になって、熊本駅におり

たとたん涙が出てきて帰りたくなったという

人、この話よく聞くところで、下通を見たら

少し安心したて言いなはるです。やっぱり玄

関ですから、それなりにお金をかけるべきだ

と思います。

ちょっと聞いた話ですけど、昔、ソ連とか

オーストラリアで王様が、一番浪費家の王様

、 。が 夏の離宮を建ててそれで王政が倒れたと

でも300年、400年もてる立派なものをつくっ

たけんが、観光客がいっぱい来たけんがもと

は取ったけん、一番金もうけにしたつはその

人だったというぐらい、長い歴史で見たらそ

ういうこともあるわけで、その理念というの

がアートポリスだったと思うんですけど、僕

に言わせたらアートポリスなんか一切せん

で、駅舎にひとつ200～300億をかけたほうが

よっぽどよかったんじゃなかったろうかて僕

は思うくらいです （笑声）。

、 、 、余談ですけれども 小宮部長 髙田総室長

この前東京駅へ行ったら、あの何百メートル

ものレンガの建物を、そのまま技術で上に上

げて東京駅をつくるて。あれ何百億もかかる

わけでしょうし、日本橋に空を取り戻そうと

いって、高架を地下にしてその予算が１兆円

て。そのくらいのお金ばそっちはそっちで使

っても、熊本駅をつくるんですから、もうち

ょっと国にもお金出してもらって、立派な駅

舎を、50年、100年後にも通用するような駅

舎を、熊本県民として僕はぜひつくっていた

だきたいと思います。要望です。

○山本秀久委員 今まで各委員の先生方から

いろいろ出たと思います。その中で私ひとつ

観光物産の課長、あなたにお尋ねしたいんだ

が、今ここで４月から９月までのイベントの

問題いろいろやったでしょう。そういうのは

交通利便性とか、財政の問題あたりも考えて

やっておるだろうと思う。そういうときに、

今まで発言された中身の、これからの新幹線

とか、空港の利便性とかいろいろな問題が絡

。 、んできておる その今までやったことの中で

今後それを基本としてこれからの熊本のあり

方というのが生まれてくるんじゃないかと私

は思うから、その基本として物事を考えてい

かぬと、いろんな問題の解決ができないんじ

ゃないかと思うもんだから、ちょっとお尋ね

したい。

○梅本観光物産総室長 委員の御指摘のとお

りでございまして、実は観光のいろんな素材

磨きとかいっぱい取り組みますけれども、や

はり交通手段と結びついておかないと、人は

何度も訪れていただけない。だから、魅力ア

ップと利便性向上、これはセットだと思って

おります。そういう意味では、駅や空港など

の交通結節性が向上することが非常に重要

で、２次アクセス、３次アクセスを使ってき

ちっと観光地に行っていただく。

そういった意味で、これまで観光事業者だ

けでやってきた観光振興ではなくて、交通事

業者とか、いろんな方々と連携してやらない

と、とても九州新幹線全線開業のときにたく

さんの人に来ていただくようにはならない。

そういう意味で、ぜひそういった考え方を条

例の中に入れ込みまして県民の皆さん方に訴

えたいし、それから県庁の中でも土木部やあ

るいは農林水産部と一緒になって、あるいは

地域振興部と一緒にならないと、観光の底上
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げは図れないと考えております。

以上でございます。

○山本秀久委員 課長が答弁したように、今

までやった実態の中で問題点ができてきたは

ずだろう。その問題点は何かとか、今ここま

でやってみた市、街路、熊本、魅力て、これ

やったんでしょう。そのとき随分人が来たで

しょうもん。そのときに問題点が生まれてお

るはずだ。その問題点をどれだけ解決したか

ということを聞きたい。

○梅本観光物産総室長 観光キャンペーンで

お金を使わせていただいて、県外から呼び込

む仕事をさせていただいております。その中

で、アンケートをしまして、それぞれの御意

見を聞いております。

熊本については魅力はたくさんあるけれど

も、例えばおもてなしについてはいかがなも

のであろうかとか、あるいは案内機能につい

てまだまだ足らないと、うまく乗りかえがで

きないし、行きたいところに短時間で行くこ

とがなかなか難しいといった御意見が相当出

てきております。

また、一方、旅行する方々は、インターネ

ットなどで先に調べておいでになる方が大変

多くなってきております。例えば、３分の２

ぐらいの方はもうインターネットでいろんな

情報を調べておいでになる。そういう意味で

は、うちの観光サイトについてはもっと充実

を図らないといけないし、アクセスももっと

よくしていかなくちゃいけない、こういった

課題がたくさん出てきております。

交通アクセスにつきましても、２次アクセ

ス、３次アクセス、これがまだまだ事業者間

で連携が十分図られていないといった問題点

も出てきております。こういったところを、

私どもだけではなくて県庁全体で共有化して

いただきながらそれぞれ対応しないと、２年

後、３年後には間に合わないと思って、鋭意

取り組ませていただきたいと考えておりま

す。

○山本秀久委員 今聞かれたとおりに、問題

点というのはそういうふうにして出てくるわ

けです。今まで各委員の先生方が言われた中

で、問題点というのはそういう積み重ねを解

決して初めて利便性というのは、いろんな問

題、熊本の位置づけができるんではないかと

私は思いますので、そういう点をよく今後検

討してやっていただきたい。

以上です。

○倉重剛委員 ３年後に新幹線が供用開始と

いうことで、全線開通ということで、先ほど

からいろんな委員の御意見、また執行部の説

明を聞きながら、非常に感無量のことを感じ

ます。

というのは、熊本に新幹線をという、そう

いう発想が出て委員会が結成され今日までの

長い歴史があるわけですね、当初は大変な心

配があったわけですね、いろんな心配があっ

た。いろんな問題点をそれぞれが議論して、

そしてまた執行部もそれに対し対応してくれ

ていた。

実は、高く評価したいのは、今日の資料は

立派なものができ上がっております。本当に

努力をされた結果が、これは小宮部長、本当

によく努力されたなと思います。それからあ

る程度、目の前に来た供用開始に対して、準

備万端整えつつあるなということで、非常な

御努力があったということを、これは高く評

価したいというふうに実は思います。

したがって、今から仕上げの段階だから、

これが一番大事ですね、それでまだ、例えば

交通アクセス、空港に対するアクセスあたり

は今からまだ時間がかかる問題もあるでしょ

うけれども、そういうのもやっぱり新幹線、

熊本副都心構想の中の位置づけの新しい駅を

中心という、どうやって将来に熊本が発展し
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ていくかという……。

我々が今でも非常に心配しておるのは、逆

に鹿児島ですとか福岡だとか、ストロー現象

でもって熊本は疲弊するんじゃないかとい

う、そういう懸念が実はありますけれども、

これだけのことを現実的に企画をされて実行

に移されるとするならば、私は疑いなく熊本

は発展するから、道州制という問題もありま

すけど、その州都を目指します。

、 、したがって それにふさわしいまちづくり

それから新幹線対応ができたということで、

現実的な形としてここに出てきたことを大変

うれしく思います。できれば、やっぱりこう

いうことも県民の皆様に多くＰＲしていただ

いて、こうやって県は努力しているんだ、議

会も努力しているんだということを、ぜひも

っともっと強くアピールをしていただきたい

と思います。

それから、熊本のいわゆる観光的な振興に

ついても梅本課長あたりが一生懸命やってく

れた、そしていろんな意見の中に、厳しい中

にも、この厳しい観光問題あたりもうまく整

理をしてくれてそして方向性を出してくれ

た、非常に感激であります。どうかそういう

ことで、これを起爆剤として、もっと熊本県

民が元気が出るように、皆さん方努力をして

いただきたいと思います。これは褒め言葉。

委員長、最後に、僕はちょっと渡辺先生と

お話をしたんだけど、きょうは若い世代の傍

聴者が来ていますね。ああいう方にも資料を

提供して、こういう機会を通じて彼女らの口

から、熊本県議会、熊本県はこれだけ新幹線

導入に対して大変な思いでやっているんだと

いう、そういうことをもっと知っていただく

ためには、資料でも提供してもろうてＰＲす

ることも非常に大事かなということです。

、 、 、ただ 要するに 結論から申し上げますと

きょうでき上がっているこれだけのことをぜ

ひ実現してもらいたい、そして早急に県民の

ものになるように頑張っていただきたいと思

います。

駅舎の問題もしかりです。駅舎もいろんな

うわさがありますけれども、一番我々懸念し

たのは何かといいますと、５億6,000万でで

きるなんていうことがひとり歩き最初出たも

んだから、それに対する30億ということで懸

念しただけであって、お金があれば、立派な

やつをどんどんつくってください。これはぜ

ひお願いを申し上げたい。そして、委員の方

から発言があっておるけれども、それは玄関

口であるから、玄関の文化性を見にくるとい

うことじゃなくて、後世に残る駅舎づくりに

頑張っていただきたいし――財政が許せばの

話ですね、そういうことでひとつ頑張ってい

だきたいなというふうに思います。

なぜ私これを申し上げたかというと、私も

前回の委員会でちょっと厳しく申し上げまし

た。私のブログに、そのくらいのお金ででき

るはずないじゃないですかと、極めて厳しい

おしかりを受けました。決してそうじゃなく

て、ベースが５億6,000万ということだった

、 、もんだから 30億は高過ぎるんじゃないかと

こういう一つの未熟な判断のもとでブログを

書いたわけだけども、そういうことでぜひ県

政一体となって新幹線供用開始後は熊本が発

展するように、それぞれの部署の方頑張って

いただきますように心から感謝申し上げて、

これは質問でもありません、何かあれば部長

ひとつ答えていだきたい。

○小宮地域振興部長 御指摘ありがとうござ

います。まだ我々としても努力が足らない部

分は多々あることは十分承知しているつもり

でございます。また、県の財政のほうも非常

に厳しい中で、今まで以上に知恵とそれから

汗をかいて頑張っていくしかない。

また、県庁だけですべてが解決できるもの

ではございません。ここにおられる委員の先

生方の御支援・御協力も当然いただきなが

ら、また県民の方々１人１人の御支援・御協
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力もいただきながら、県民全体として熊本は

この新幹線が来るというチャンスを十二分に

生かせるように、今後とも日々、１日１日頑

張っていきたいと思っておりますので、どう

ぞ今後とも委員の先生方の御指導・御鞭撻の

ほどをよろしくお願い申し上げたいと思いま

す。

以上です。

○中村博生副委員長 いろいろ駅舎について

は先生方から話が出ておりますけれども、空

港の交通アクセスですね、時間だけ言えば八

代新駅から空港までの時間、１時間かからぬ

て思うとですよ。そういったアピールも、新

幹線くまもと創りの協議会の中でもいろいろ

話は出とっとかと思いますけれども、鹿児島

空港までも１時間半かからぬぐらいで行くと

思います。そういった観光をＰＲするのも、

これは入っとると思うとですよね。

まあ時間だけ言えば、空港に急がれる方、

新八代駅からおりて行ってくださいとか、い

ろんな部分があると思うとですけれども、駅

舎に関しては玉名、八代、水俣とできており

ますね、それぞれの地域にマッチしたような

テーマで恐らく設計がなされておると思いま

す。

熊本駅はやっぱり熊本の顔ですから、20億

が高かか安かかはわかりませんけれども、や

っぱりそれだけかかるのかなという思いがご

ざいますけれども、いろんな表・裏の話はわ

かりませんが （笑声）やっぱりそういう部、

分も考慮していただいてきょう提示していた

だいたと思っていますので、今後粛々と進め

ていただければというふうに思いますので、

よろしくお願いいたします。

○小早川宗弘委員 15ページですけれども、

熊本県立大学と連携してくまもとブランド塾

を開催しているというふうなことで、具体的

にどういうふうな取り組みなのかというのを

ちょっと教えていただきます。

先ほど倉重先生のほうから、きょう学生さ

んが来られとるけん、ぜひそういう人たちに

ＰＲをして、みんなで地域をつくっていこう

というふうな御意見もございましたので、そ

れに関連してですけれども、どういった具体

的な取り組みをしているのかというのをちょ

っとお聞かせください。

○坂本政策調整審議員兼地域政策課課長補佐

このブランド塾につきましては、さまざま

な事業者の方とかいろんな方というのは、ブ

ランドを活用される場合のそのブランドの必

要性だとか、そのブランドをどういう形でど

ういう商品づくりとかに結びつけていくのか

というまず座学をやりまして、その中で具体

的にテーマを絞り込みまして、そのブランド

のつくり込みまであわせて先生方と一緒にや

っていくというふうな形で進めさせていただ

いております。

○小早川宗弘委員 民間の方ですか。

○坂本政策調整審議員兼地域政策課課長補佐

はい。

○小早川宗弘委員 商売をやられている方。

○坂本政策調整審議員兼地域政策課課長補佐

実際、事業をやっていらっしゃる方です。

○小早川宗弘委員 新幹線開通まで３年を切

ったというふうなことで、各地域によってさ

まざまなプロジェクトが進行中でありますけ

、 、れども 特に福岡とかすごかなあと思うとが

駅舎も何百億をかけてかつくられるというこ

とで、そこには、ちょっと私がこれは間違い

かもしれぬですけれども、確かじゃなかかも

しれぬですけれども、１期前の協議会の人た

ちが、民間の人たちが駅舎開発に関していろ
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いろ議論しながら駅舎を建てているというふ

うなことだし、福岡で何か目新しかプロジェ

クトというと、アイランド・シティーという

ところもあるですね。

でっかか埋立地に何千戸というふうな居住

、 、人口 小学校とか今できておりますけれども

アイランド・タワーといって30～40階ぐらい

の超高層のマンション、これは500戸ぐらい

あっとですか、非常に巨大なプロジェクトが

進みつつある。第２のディズニーランド、屋

内型のデイズニーランドというふうなやつ

も、これは第２キャナルシティーかなんかと

いう計画もあってですね。

そこで、ひとつやっぱりキーワードとなる

のが民間の力ですか、民間企業だとか、ある

いは地域の人とか、いかに地域の人を巻き込

んでプロジェクトが進みつつあるかというふ

うなことで、何かこの地域活性化、熊本の地

域づくりとういうものを考えるためには、や

っぱり地域の人がいかに参加して組み立てて

いくかというふうなことが、私は今後のキー

ワードになると。それは大なり小なりあるか

もしれませんけれども、民間の人たち、地域

の皆さん方の参加、あるいは学生さんの参加

ということで、プロジェクトを小さいかもし

れぬけど組み立てていくということが、私は

一番大事じゃないかなというふうに思いま

す。

ぜひ、県が、あれもやりました、これもや

りましたということでなくて、これをやって

いただきました、非常にうまくいきましたと

いうふうな報告を今後は私は期待をして、そ

ういうことで要望も含めて意見とさせていた

だきました。

以上であります。

○鎌田聡委員 在来線の熊本駅舎の問題は、

先ほどから議論になっていますけれども、要

は金額の増減も含めましての経過の説明とい

いますか、そういったきちんとした説明をや

っていただければ、それなりにやっぱり県民

の方に理解ばしていただけると思いますんで

そういった対応を、一般質問でも言わせてい

ただきましたけれども、そういった対応をお

願いしたいと思います。

きょうの質問の趣旨は、熊本駅舎じゃなく

て在来線の扱いですけれども、あと新幹線開

業まで３年を切った状況の中で、在来線が今

後どうなっていくのか。これ２年ぐらい前の

委員会でも言わせていただいたんですが、特

急、快速、この辺は多分なくなるんじゃない

かなというふうに思います。また、普通がど

れだけ便数が今のままできるのか、新幹線に

誘導するがために、そういった在来線の料金

を上げたりＪＲはしないのか、その辺のＪＲ

との協議状況をお聞かせいただきたいと思い

ます。

○髙田交通対策総室長 在来線の新幹線開通

後のダイヤなりということでございますけれ

ども、具体的に特急がどうなる、快速がどう

なるというところについては、まだ今の時点

で決められているところでございませんで、

利便性を確保するために開業までに検討をす

べき課題であるというふうに考えておるとこ

ろです。

私どもといたしましても、在来線の沿線に

住まわれる方、またはその在来線を使ってい

ろいろ移動される方の利便性というのは確保

されるような形で、多くの便を確保されるよ

うに頑張ってまいりたいと考えておるところ

でございます。

○鎌田聡委員 期間がだんだんなくなってき

ていますので、ぜひ在来線の普通列車という

、 、のは通勤通学 まさに県民生活の足ですから

そこが非常に料金が上がったりとか、便数が

減ったりだとか、そういった不便になってし

まいますと、先ほど20億円の在来――これは

熊本駅舎、在来線の駅舎ですから、立派な駅
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舎ができてもそこに乗りおりする人がいない

という状況にならないように、そこはやっぱ

り県として県民生活の利便性を高める意味で

も、在来線についてはきちんと利便性を確保

できるような便数、料金をＪＲと協議をして

いただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。

○渡辺利男委員 先ほどの関連です。今在来

線の話出ましたけれども、新幹線で県外から

の入り込み客をどがんしてふやすかばっかり

を大切にされているようですけど、やっぱり

県内の日常の生活で使う在来線というのはも

っと大事にしてもらわにゃいかぬと思う。

そういう意味で、肥薩おれんじ鉄道ですけ

れども、これは厳しくなるばかりで、この利

用者の減少に歯どめをかけるには、私はやっ

ぱり八代－熊本間、熊本駅への乗り入れ、こ

の便をふやす以外にないと思うんです。

今、土曜・日曜日に２便か３便乗り入れさ

せてもらっているという状況ですけれども、

行き着くところここも譲渡してもらうという

か、全便熊本駅まで乗り入れできれば、僕は

利用客は飛躍的にふえると思うんです。

ＪＲと交渉はされていると思うんですが、

あと２年半で新幹線が開業する、この間が私

は一番大事な時期だと思います。この財政が

国も地方も厳しいときに、新幹線は聖域みた

いにばんばん金使っておるわけですから、Ｊ

Ｒさんにも今なら強くやっぱりこういう申し

入れができるんではないかと思います。

そのことについてどういう交渉をされてい

るのか、見込みはどうなのか、ちょっとお尋

ねをいたします。

○髙田交通対策総室長 肥薩おれんじ鉄道の

熊本駅への直通運転ということでございます

が、今現在、土・日・祝日朝１往復というこ

とでございますけれども、私どもといたしま

しても、土・日・祝日ということに限らず、

平日における直通運転ということは、私ども

として実現してまいりたいというふうに考え

ておるところでございます。

私ども、それから鹿児島県、両県にしっか

りＪＲ九州と、今申し入れなりさせてもらっ

ているところでございますが、何とか実現と

いうことに向けて、開業までにあわせる形で

粘り強く頑張ってまいりたいと考えておると

ころでございます。

○大西一史委員 最後にもう一つ。ちょっと

済みません、お昼にかかってしまいましたの

で余り長くだらだら質問しませんが、１つ、

先日、９月18日だったと思いますが、鹿児島

のほうで九州新幹線シンポジウムというのが

開催をされたようで、これは鹿児島県知事、

伊藤知事も出られたということで、400名ぐ

らい立ち見も出るぐらいのシンポジウムだっ

たというふうに報道がされておりました。

これは福岡と鹿児島だけの連携というよう

な形でのシンポジウムだったというような報

道だったんですが、この概要についてはどな

たか把握されておられますでしょうか。

○坂本政策調整審議員兼地域政策課課長補佐

済みません、今手元に資料を持ち合わせて

おりませんが、鹿児島にうちのほうから派遣

しております職員から南日本新聞の記事が届

いておりましたが、ちょっと手元に持ってお

りませんので、後ほどお届けさせていただき

ます。

○早川英明委員長 この件については、しっ

かり説明を委員のほうにしておってくださ

い。

○坂本政策調整審議員兼地域政策課課長補佐

はい。

○大西一史委員 だれか行かれたんですか、
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これ。

○坂本政策調整審議員兼地域政策課課長補佐

行っておりません。

○大西一史委員 そういうことですよ。だか

ら福岡、鹿児島、要はストロー現象だなんだ

て心配しておる割には、こういうところが押

さえができてないんです。だから聞いたんで

。 、す このくらいのことは把握しておかないと

どういう動きをしているのか、各県やっぱり

地域活動だなんだと言っておる中で、やはり

危機感が私は足りないと、熊本県では足りな

いというふうに思いますので、その点はしっ

かり調査をしていただきますように強く要望

しておきます。

以上です。

○早川英明委員長 ほかにございませんね。

（ はい」と呼ぶ者あり）「

○早川英明委員長 ほかに質疑がございませ

んから、これをもちまして質疑を終了いたし

ます。

きょうは１時間15分程度質疑の時間がござ

いまして、委員の先生からいろんな意見が出

ました。例えば、駅舎の問題、あるいはまた

空港のアクセスの問題、あるいは新幹線を活

用したくまもと創りの問題、また最後には在

来線の今後の問題等につきまして意見が出ま

したけれども、御承知のとおりに、平成22年

度末には全線開業になるわけでありますか

ら、どうかひとつ執行部におかれましても、

この全線開業に向けましてさらにひとついろ

んな面で整備を進めていただき、本県の振興

発展の寄与になりますように、今後ともよろ

しくお願い申し上げたいというふうに思いま

すし、委員会といたしましても、皆さんとと

もに協力しながらこの問題に対処していきた

いというふうに思っております。

それでは、次に、議題（２）の閉会中の継

続審査についてお諮りをいたします。

本委員会に付託の調査事件につきまして

は、審査未了のため次期定例会まで本委員会

を存続して審査する旨、議長に申し出ること

としてよろしゅうございますか。

（ はい」と呼ぶ者あり）「

○早川英明委員長 それでは、異議なしと認

めます。それでは、そのようにさせていただ

きます。

その他として何かございませんか。

（ 別に……」と呼ぶ者あり）「

○早川英明委員長 ほかになければ、本日の

委員会はこれで閉会をいたします。

午後零時16分閉会

熊本県議会委員会条例第29条の規定により
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新幹線及び高速交通対策特別委員会委員長


